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綾部 敬生，清水 雅樹，伊藤 惠康
（慶友整形外科病院）
【目 的】 上腕骨外側顆骨折は小児の肘関節周辺骨折の中
で顆上骨折に次いで多いが,手術的治療が選択される機会
は顆上骨折に比してはるかに多い.今回我々は初期の正確
な整復と固定が十分でなく成人になって高度関節症を呈し
て人工肘関節置換術を要した症例を経験したので報告す
る.【症 例】 62歳,女性.7歳時左上腕骨外側顆骨折受
傷.32歳時他医で尺骨神経前方移行術施行.62歳頃から左
肘関節痛出現し当院来院.来院時伸展－40度,屈曲110度.
握力右:20㎏,左:13㎏.62歳時人工肘関節置換術施行し
肘関節の疼痛は改善し,術後5年時伸展－35度,屈曲135
度で経過良好.【まとめ】 上腕骨外側顆骨折は初期には
転位が軽度のものでも外固定では骨癒合が得られない場合
があり,偽関節形成の結果動揺性をもつ外反肘やそれに続
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